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矢田津世子遺稿集「みぞれ」と
「賢いめだかの兄弟」の絵本・紙芝居
完成報告披露会を開催
本町出身の女流作家矢田津世子の没後80年を記念
して制作された、以下の作品の完成報告披露会を開催
します。五城目おはなし会による紙芝居の披露会も行
われますので、ぜひお越しください。
··遺稿集「みぞれ」
　�　高橋秀

ひではる
晴さん（秋田県立大学副学長）が監修し、

小説８作品・随想３作品を収めた遺稿集です。
··「賢いめだかの兄弟」の絵本・紙芝居
　�　小熊美

み な こ
奈子さん（合同会社みちひらき）が制作し

た、矢田津世子唯一の童話「賢いめだかの兄弟」の
絵本・紙芝居です。

▶日　時：６月22日㈰　午後２時～
▶会　場：五城館１階　多目的ホール
▶参加費：無料

問町教育委員会生涯学習課（☎�852・4411）

３月20日、しごと場五城目（旧五城目きものセンター鍋鶴）で帰国後の
報告会を実施

五城目から世界に飛び立とう！
若者の皆さんの海外渡航を支援します

昨年度に実施した海外渡航支援事業
「五城目から世界一周」の様子

将来の町をけん引するリーダ人材の創出に向けて、町で将来の町をけん引するリーダ人材の創出に向けて、町で
は、町内在住の18歳以上30歳未満の方を対象に、海外渡航は、町内在住の18歳以上30歳未満の方を対象に、海外渡航
に係る費用を支援します。に係る費用を支援します。
海外の文化に触れてみたい方やコミュニケーション能力・海外の文化に触れてみたい方やコミュニケーション能力・
語学力を高めたい方など、ご興味のある方はぜひお問い合語学力を高めたい方など、ご興味のある方はぜひお問い合
わせください。わせください。

　 ▼ ▼  補助額　　100,000円（補助率：１／２）補助額　　100,000円（補助率：１／２）

　 ▼▼  対象経費　航空券代、宿泊費対象経費　航空券代、宿泊費

昨年度は以下５名の方が、町の海外渡航支援を通じて世
界各国で様々な経験をし、異文化への理解を深めました。

※（　）内が渡航先
·本田　望恵さん（ スウェーデン、リトアニア、

ラトビア、エストニア）
·松浦　千尋さん（マレーシア）
·竹内　大和さん（中　国）
·石井　睦乃さん（韓　国）
·石岡　渚帆さん（韓　国）

問 町まちづくり課（☎852・5361）

６月は「食育月間」
　町農村生活研究グループ連絡会が開催する　町農村生活研究グループ連絡会が開催する
「伝統料理講習会」で調理した料理のレシピ「伝統料理講習会」で調理した料理のレシピ
をご紹介します。伝統料理に触れ、食育に取をご紹介します。伝統料理に触れ、食育に取
り組みましょう。り組みましょう。

＜材料＞（25～30個分）

・もち粉：225㌘
・牛乳または

豆乳：500㏄ 
・小麦粉：225㌘
・バター ：100㌘
・砂　糖 ：300㌘　
・ベーキングパウダー：10㌘
・ 卵　：5 個

＜ 作 り 方 ＞
❶  バターを溶かし、砂糖・たまごを
混ぜる。

❷  もち粉、小麦粉、ベーキングパウ
ダーをふるいにかける。

❸  ①に牛乳（または豆乳）を入れてか
ら②を混ぜる。

❹  ホットプレートに生地を薄くのば
し、焦げ目がつくまで焼いたら、適当
な大きさになるまで巻き、好みの大
きさに切る。

麦巻き（バウムクーヘン）

攻める剣道で
これまでの自分を超えたい

鎌 田 岳
たけし

さん
（秋田県立秋田西高等学校３年・新里町）
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　小学生の頃にスポ少の見学をした際、先輩方の
凛々しい姿に心を打たれ剣道を始めたという鎌田
さん。以降、高校３年生まで剣道に打ち込んでき
ました。剣道の実戦では、竹刀の構え方が複数あ
ります。鎌田さんは高校進学後、攻めを意識した

「上段の構え」に切り替えたそうです。
　普段は、週６日、３時間程度の練習をこなし、
大きな大会の前には1時間半の朝稽古も行ってい
ます。鎌田さんは団体戦で先鋒を担っており、練
習では常に実際の試合を想定し、試合本番では
チームの流れを作ることを心掛けているそうで
す。
　鎌田さんにとって印象に残っている大会が、3
月末に秋田県で開催された「魁星旗争奪全国高校
勝抜剣道大会」。団体戦初戦、水沢工業高校（岩
手県）を相手に、鎌田さんは先鋒として3連勝し、
チームを勝利に導きました。鎌田さんは、「この

大会がきっかけで、自信を持って他の大会にも臨
めるようになりました」と自身の成長を語ります。
　鎌田さんは、５月末に開催される高等学校総合
体育大会に向け、「団体戦・個人戦共に全力を尽
くし、ご指導いただいた皆さんに恩を返せるよう、
今までの自分を超える結果を残したいです」と話
していました。
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